
織
鞭
　

灘
薫

鰐
叢

.

恐
醐

説

財

産

税

と

租

税

給

付

能

力

…
…

喜

盆

≦

耳

に

就

き

て

二

Y
…

鎌

倉

時

代

の
家

族

制

度

(四
)
…
・

・・

職
閏
宙
語
間
顕

一

米

国

の

日

本

移

民

問

題

..,,
・.・

加

州

土

地

問

題

に

就

て

...・…
-

雑

録

船

舶

能

力

の

獲

達

...…

.

.

株

式

の
分

布

と

課

税

…
・

手

形

変

換

所

制

度

論

(三
、完
)
:
.

好

景

気

の
反

動

と

物

債

…
…
.

…
注
學
博
士

瀬

戸

正

雄

渋
墨
博
士

,財

部

静

治

...文
學
博
士

三

浦

周

行

・.・注
學
博
士

戸

田

海

市

..注
攣
博
士

神

戸

正

雄

…
渋

墨

士

小

島

昌

太

郎

…
法

學

士

汐

見

三

郎

...法

學

士

大

森

研

造

・.・法
學
博
士

神

戸

正

雄



羅

r

船

舶

能

力

の
獲

達
小

島
.
昌

太

郎

齎
船
ば
船
艦
の
構
造
、
船
内
の
設
備
、
造
船
材
料
、

推
進
装
置
等
に
於

い
て
偉
大
な
る
獲
連
を
遂
げ
、
以
て

今
日
の
猷
態
に
達
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
等

の
獲
蓬

は

皆
、
航
海
の
安
全
ざ
商
船

{
し
て
の
能
力
ε
を
増
大
す

る
目
的
を
以
て
な
さ
れ
た
る
も
の
な
る
は
、
特

に
言
ふ

迄
も
な

き
事
柄
で
あ

る
。
私
は
藪
に
商
船
の
能
力
が
如

何

に
獲
達
し
た
る
か
を
概
観
し
や
う
ご
思
ふ
。

商
船

の
能
力
は
主
`
し
て
其
積
載
力
ご
速
力

ざ
に
就

い
て
之
を
見
る
こ
ε
が
出
來
る
。
而
し
で
積
載
力
及
び

速
力
の
増
加
は
、
造
船
術
、
造
船
材
料
、
推
進
装
置
等

の
改
頁
獲
達

に
よ
b
て

逮
げ
ら
れ
た
る
も
の

で

あ
る

が
、
而
も
其
改
良
獲
蓮
を
促
七
た
る
も
の
は
、
實
に
、

海
上
旅
客
貨
物
の
増
加
、
換
言
せ
ぱ
海
運
勢
務
に
封
ず

り

る
肚
會

の
需
要
の
増
加
で
あ
る
。
故
に
藪
に
船
舶
能
力

雑

録

船
舶
能
力
の
嶺
蓮

の
殿
達
を
述
ぶ
る
に
就

い
て
は
や
そ
の
之
を
促
し
た
る

所
の
海
上
旅
客
貨
物

の
増

加
が
、
如
何
な
る
趨
勢

に
あ

り
し
か
、
を
も
併
せ
述
ぶ

べ
き
で
あ
る
が
、
そ
は
統
計

に
よ
り
て
知

る
の
外
な
き
に
拘
は
ら
す
、
か
く
の
如
き

統
.計
は
最
近
.の
而
も
甚
だ
.不
完
全

な
る

も
の
を

除
く

外
、
全
く
存
在
し
て
居
な

い
。
故
に
遺
憾
な
が
ら
、
私

は
只
、
藪
に
は
積
載
力
の
増
加
ε
蓮
力

の
増
加
ビ
を
述

ぶ
る
に
止
ま
り
、
海
上
旅
客
貨
物
の
墳
加
に
就

い
て
は
.

何
等
説
明
す

る
こ
ご
を
得
な

い
。

鐵
船

以
前

の
商
船

の
能

力

に
就

い
て
は
断
片
的
記
録

を
辿

る

の
外

は
な

い
。

船
舶

の
大

さ
に
關

し
て
多
少

陀
り
こ
も
記
録

の
存
す

、

る

最
初

の
も

の
は
、
.
か

の
ノ
ア
.の

方
舟

(日
臥
o

諺
腎

oh
ア
畠
中こ
で
あ
る
。
聖
書

の
記
載

に
よ
れ
ば
》
方
舟

は

船

の
長

さ
三

百

キ
ゥ
ビ
ソ
ッ

(
∩
島
回丹ω)
、
幅
五

十
.キ
Ψ
ビ

ヰ

ソ

ッ

、

高

さ

(
叉

は

深

さ

)
三

十

キ

ゥ
ビ

ッ
ツ

で

め

つ

て

、

此
寸
意

部
の
梼

(眈
よ

眈
↓

は
含

の
造
船

術

よ
b
見

て
も
遙
當

な
も

の
で
め

る
が

、
併

し
そ

の
大

さ
に
至

っ
て
は
殆

ご
信
を
置

く

に
足
b
な

い
。
今

、
老

鋪

十
巻

(第
五
就

七
七
)

六
七
三

Lindsay,HistoryofMerchantShipping.p.xxl11.



雑

録

船
舶
能
力
の
猶
蓬
.

を
今
日

の
尺
度

に
換
算
す

る
に
、
一
キ
ゥ
ビ
ッ
ト
な

る
も

の

は
、
十
八
吋

よ
b
二
十

二
肘
位
迄

の
も

の
で
あ

る

か

ら

、
假

に
二
十
吋

ε
し
て
換
算
せ

ば
、
方
舟

は
船

長

五

百
眼
、
船
幅

八
丈

二
暇

四
吋
、
船

深
五

十
眼

で
あ

る
。

斯
く

の
如

き
大

さ
は
、
鐵

が
造
船
材
料

ε
し

て
用

ゐ
ら

れ

た
る
初
期

に
於

い
て

造
ら

れ
だ

か
の
グ

レ
ー
ト
・
イ

ー

ス
タ

ン
號

(
翁
ミ
ミ

守

壽
ミ
)
〔
排
水

量
三
萬

二
千

百

六

十
顧

、
総
噸

藪

一
萬
八

千
九

百
十
五

顧
〕

ご
匹
敵

す

る

も

の

で

あ

っ

て

、

ー

グ

レ

ー

ト

。
イ

ー

ス

タ

ン
號

も
、
當
時

に
於

い
て
は
其
前
後

に
全
く
類
例
な
き
程

の

互
船
で
、
商
船

の
大
さ
が
本
當
に
此
程
度

に
達
し
た
の
.

は

、

.
兀
〇
五
年
頃

の
こ
ご
で
あ

る
一

有

史
以
前

の
.

時
代
に
、
而
も
短
日
塒
を
以
て
は
到
底
建
造
し
得

べ
き

も
の
で
は
な

い
。
殊
に
今
日
の
造
船
術
を
以
て
し
て
も
、

木
材
を
材
粧
ε
し
て
か
く
の
如
き
亘
船
を
吐
旧
る
こ
ε
は

不
可
能
で
あ
る
。
・

之
に
次
い
.で
示
し
得
る
船
舶
の
大
さ
は
羅
馬
帝
政
時

代
の
も

の
で
あ
る
。
此
時
代
の
商
船
は
、
埃
及
よ
り
穀

物
を
輸
送
す

る
に
用
ゐ
ら
れ
た
る
も
の
が
、
概
ね
最
大

儲
の
級
起
臆
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
之
鳳
勿
論
木
船

で

第
十
巻

(第
五
號

七
八
)

六
七
四

あ

っ
て
、
横

帆
を
張

る
嫡
三
本

を
有
し
て
居

り
、
船
禮

の
大

さ
は
、

声

シ
ア
ン

(
P
9
凶ぎ

)

の
記
載
す

る
所

に

よ
れ
ば

.

船

長

亘

.一十

キ
ゥ
ビ
ッ
ッ
、

船
幅
三

十

ギ
ゥ

ビ
ソ
ツ
、
船

深
二

十
九

キ
ゥ
ビ
帥.
ツ
で
あ

る
ざ
云
.ふ
こ

ε

で
あ
る
。
併

し
此
寸

注
も
亦
甚

だ
怪

し

い
ゆ

古
代

の
船

は
総

じ
て
肥
鈍

で
め

つ
π

ε
は
吉

へ
、
此
寸

法
を
假

に

嗅

な
り

`
せ
ば
、

之
を
前
掲

の
換
算

に
よ
れ
ば
此
時
代

の
船

は
船

長

二
百

眠
、
船

幅
五
十
吠
、
船

深
四
十

八
駅

ε
な
り
.、
船
幅

の
船

長

に
封
ず

る
比
(
主

13

)
は
四
、
船

幅

の
船

深

に
封
ず

る
比

〔D
一B

)
は
殆

ご

】
こ
な

る
。
か
.

く

の
如

き

比

は

船

形

・し
し
て

甚

だ
し
き

異
例

で
あ

っ

て
、
殆

ご
」
信
挙

る

こ
ε
を
得

ざ
る
の
み
な
ら
す
、

か

、

.

る
船
深

は

一
九
〇
五
年
建

造

に
係

る
大
西
洋

定
期
客
船

ア
メ
リ
カ
號

〔眺
ミ
謎
ざ
}
に
至

っ
て
初

め
て
造
ら
れ

だ

も

の
で

、
假

に
船

深

の
⊥
ハ
○
%

を
以

て
満
載
吃
水

ε
す

る
も
、

そ
は
二
十

八
眠
八

ε
な

る
が
故

に
、
水
深

の
大

.

な

る
港

澱

に
あ
ら
ざ

れ
ば

入
港
す

る
二
ε
が
出

来
な

い

程
度
で
あ

る
。併

し
假

に
上
掲

の
寸

法

に
從

ひ
て
、此

般

の
排
水
量

を
推
算

せ

は
そ
は
實

に
五
千

一
百

八
十

四
願

だ
怠
り

〔
肥
瘠
係

数

を
0
・山
八
三
ε
假
定
し

、
海
水

三
+

Eacyclopa:diaBritanica,xtEd.Vol.24+P.865.
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、
'

難
弊

ド耀
籍
鞍
聾
離
離

十
願

ざ
な
る
〔
船
内
全
容
積
を

い
x
劇
×
U

の
八
0
%

ゆ
O
O

X

ぴ
O

×

F
9¢

X

.00

"

。。
G。
念

〕
。
羅

馬

時

代

の

ピ

し

て

、

一
〇
〇

、

荷

船
が
が
.、
る
互
大

の
噸

敷

を
有

し
て
居

っ
た

ご
は
、

當

職
の
.戦
.艦

が
街
所
謂

ガ

レ
ー

(
O
曽
=
O図
)
な
り

し
こ
ご

ε
考

へ
合

ぜ

て
、
到
底
俄

に
信
用
す

る

こ
ご
が
出
来
な

い
。

か
ぐ

の
如

き
次
第
で
あ

る
か
ら

、

こ
の

ル

シ
ア

ン

の

記
載

は

信
ヰ

る

こ
ξ
を

得
な

い
も

の
で

あ

る
が
、

か
の
.氾
ソ
ト
・ボ

ウ

ル

(し。
「
め
陣
巳
)
.が
便

乗

し
て
遭
難

し
π
船

は

、
積

載
貨
物

ε
し

て
穀
物

を
積

込

み
居
り

し

外

、
二
百
七
十
六
人

の
人
員

を
乗

せ
て
居

っ
た

だ
云

ふ

こ
ご
で
あ

る
か
ら

、
常
時

の
船

は
そ
の
位

の
積

載
力
を

有

ρ
で
居
.っ
九

こ
ど
を
知

る
を
以

て
満
足
す

る

の
外
は

な

い
。

、

羅
馬
時

代
以
後
.、
造

船
術

は
遅

々
た

る
歩

み
を
以
て

次
第

に
進

歩
し
、
純

木
船
時

代
に
は
総
噸
数

に
て
凡
そ

六

百
噸
位

に
な

り
、
鐵

が
局

部
的

材
料
ど

し
て
用

ゐ
ら

る

、
様
に

な
り
て

一
躍
三
千

頭
位

に
な

っ
た
。
即

ち

コ

ロ
ム
鋼
.ヌ

(O
。
巨
B
げ
島
)
が

亜
米

利
加
大
陸
獲
見

の
際

.
雑

録

艦
船
能
力
の
嶺
達

(
一
四
九
二
年
)
に
搭
乗
し
た
る
船
は
内
船
長
百
二
十
八

収
、
船
幅
二
十
六
眼
で
一
、百
三
十
噸
討
ち

の
積
載
力
を

有

つ
も

の
で
あ
り
、
英
国
が
こ
れ
よ
り
少
し
後

の
聴
・代

に
葡
萄
牙
ま
り
捕
獲

し
た
る
カ
ラ
ッ
.ク
〔∩
韓
語
舞
)
型
の

「

一
般
は
、
船
長
百
六
+
五
眠
、
船
幅
四
十
七
吠
で
、三
十

二
門
の
眞
鍮
製
砲
ご
六
七
百
入
の
乗
組
員
ざ
を
輸
送
も
.

て
居

つ
陀
も
の
で
あ
る
。
ス
東
印
度
會
肚
が
其
初
期
に

使
用
し
た

る
船
も
亦
六
百
頭
型
の
も
の
な
れ
ば
、
か
の

西
印
度
貿
易
船

〔≦
舞

「pα
冨
日
p
e

ご
し
て
知
ら
れ
居

'

る
も
の
も
大
抵
三
百
五
十
噸
乃
至
六
百
噸
型
の
も
の
で

あ

っ
菟

然
る
仁
第
†
九
世
紀
に
な
り
て
《
局
部
的
造

船
材
料
ε
し
て
鐵
が

用

ゐ
ら
る

・
様

に

な

っ
て

か
ら

は
、
.所
謂
木
船

に
し
て
総
噸
敷
二
千
願
三
千
顧

の
も
の

毛
建
造
せ
ら
れ
た
。
か
の
北
大
西
洋
定
期
船
ε
レ
て
は

最
後
の
木
.船
た
る
ア
ド
リ
ア
チ
ッ
ク
號

(跳
馬ご
ざ
詳
)
Ω

八
五
〇
年
建
造
〕
は
三
千
六
百
七
十
噸

で
あ

っ
だ
。

木
船
に
て
も
鐵
が
局
部
的
材
料

ε
し
て
用
ゐ
ら
れ
て

か
ら
は
、
.右
の
如
く
甚
し
く
船
形

の
増
大

を
見
陀
の
で

あ
る
が
、
併
し
乍
ら
、
船
形
が
増
大
し
、
積
載
力
が
増

.

第
十
巻

(第
五
號

七
九
}

六
七
五

　



.

穀

鱈

船
舶
能
力
の
鰻
逡

,

加
し
た
の
は
、
實
は
鐵
及
び
鋼
が
主
要
造
船
材
料
ご
し

て
用
ゐ
ら
れ
て
後
に
至

っ
て
著

し
く
な
っ
た
も
の
で
、

而
も
第
十
九
世
紀
の
後
半
以
後
に
於

い
て
殊

に
そ
れ
が

著
し
ぐ
な

っ
た
の
で
あ

る
。
.蓋
し
海
上
旅
客
貨
物
の
出

廻
り
は
、
各
國
経
済

の
獲
達
ε
共
に
次
第

に
増
加
し
た

の
で
あ

る
が
、
そ
め
増
加
の
著
し
く
な

っ
た
の
は
産
業

革
命
の
結
果
が
漸
く
鳳
熟
し
て
諸
国
の
生
産

が
大
に
増

進
し
托
る
第
十
九
世
紀
後
.宇
以
後
で
あ
る
`
共

に
、
大

・型
の
航
洋
鐵
船
や
鋼
船
を
造

り
得

る
様
に
造
船
術
の
進

歩
し
だ
の
も
亦
此
時
代
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て

商
船
が
木
造
帆
船
よ
り
.蒸
氣
.鐵
船
蒸
氣
鋼
船
ご
な
ケ
た

る
こ
ε
は
.
.實
は
産
業
革
命

の
重
要
な
る

↓
部
分
を
な

す
も
の
で
あ

っ
て
、
之
に
よ
り
て
生
じ
た

る
積
載
力
速

力
の
増
加
が
、
輸
逡
量
の
増
加
ε
輸
逡
時
間
の
短
縮
正

確
を
齎

し
、
軈

て
諸
國
の
生
産
を
刺
戟
し
、
こ
の
生
産

の
増
加
が
又
輸
送
量
の
増
加
ε
輸
送
時
間

の
短
縮
正
確

ε
を
要
求
し
、
,造
船
上
各
種
の
改
頁
を
促

し
π
の
で
あ

る
9鐵

船
時
代
に
入
り
て
後
の
商
船
の
大
さ
が
如
何
に
殿

達

し
た
る
か
を
見

る
に
、
.當
初
は
當
時
の
木
船
ご
幾
。ε

・第

十
巻

(
第
五
號

八
.Q
)

六
七
六

何
等
の
差
異
な
も
、
船
長
二
百
五
十
暇
、
船
幅
三
十
三

眼
、
船
深
十
七
眼
牟
位
の
も
の
が
.、
.そ
の
最
大
な
る
も

の
で
あ

っ
た
。
然
る
に
鋼
が
主
要
造
船
材
料
ビ
し
て
用

ゐ
ら

る
、
様

に
な
り
て
以
来
、
商
船
の
大
さ
は
急
激

に

増
加
し
通
今
日
に
於
け
る
最
大
船

は
船
長
九
百
眼
以
上

に
及
び
、
船
幅
も
亦
百
吠
に
達
せ
ん
ご
し
て
居

る
。
併

し
乍
ら
、
商
船

は
そ
の
積
載
力
及
び
速
力
の
増
加
ご
共

に
他
方

に
於

い
て
は
、
其
職
能
に
分
化
を
生
じ
旅
客
専

用
酷
、貨
物
專
用
船
及
び
旅
客
貨
物
而
用
船
を
.生
じ
た
。

而
し
て
商
船
の
獲
達

の
先
駆
を
示
す
も
の
は
こ
の
.旅
客

車
用
船
で
あ
る
か
ち
、
私
は
以
下
先
づ
、
各
国
が
競
う

て
其
最
優
秀
の
最
大
船
を
使
用
す

る
北
大
西
洋
航
路
に

於
け
る
定
期
旅
客
船
に
就

い
て
商
船

の
獲
達
を
概
説
す

る
こ
ε

、
す

る
。

.

初

め
て
蒸
気
機
關
を
補
助
推
進
装
遣
ε
し
て
備
付
け

て
大
西
洋
を
横
断
し
た
る
は
、

一
八
.一
九
年
の
サ
ザ
ァ

ソ
ナ
號

(
い
冨
ミ
ミ
ミ
詠
)
〔船
長
百
三
十
呪
、
絡
噸
撒
三
百

.

二
十
願
〕
で
あ
る
が
、
之
は
勿
論
定
期
船
で
は
な
か
っ

た
が
、!
先

づ
之
を
比
較
の
標
準
こ
せ
ば
、
を
れ
よ
b
十

九
年
を
純
で
援
引初
の
定
期
貨
客
両
用
,紐

ご
し
て
現
は
れ



.一

た
る
グ

レ
ー
ト
・
ウ

エ
ス
タ
ン
號

(
偽
ミ
ミ

想ミ
』静
ミ
)〔
一

八
三

八
年
建
造

、
長

一
二

二
咀

」総
噸

敷
千
百
三
十
顧

〕

は
長

さ
に

於

い
て

サ
ヴ
ァ
ン
ナ
號

の

五

身
の

三

を

増

し
、
総
顧
敷

に
於

い
て
四
倍
弱

芭
な

っ
て
居

る
。
然

る

に

ナ
ヴ
ァ
ソ
ナ
號

よ
り
三
十

一
年

を

経

た

る

】
八
五
〇

年

の

エ
シ
ア
號

鼠
h§

〔
二
百
⊥
ハ
十
八
吠
、
二
千

こ
.百
二
十

七
噸

〕
は
長

さ
に
於

い
て
.そ
の
二
倍

巴
な
り
、
穂
噸

数

に
於

い
て
そ

の
七
倍

ご
な

り
、
更

に
叉

三
十

一
年
を

紹

た

る

一
八
八

一
年

の

セ

ル
ヴ
ィ
ア
號

(
縛
曼

&

〔
五

百

十
五

眠
、
七

千
三
百
九
十

二
願

〕
は
叉
長

さ
に
於

い
て

エ
シ
ア
號

の
二
倍

、
絡
噸

数

に
於

い
て
三
倍

三
歩

ε

な

り
、

一
八
九

七
年

に
は
、
.船
長

は
更

に
百
呪
を
増

し

、

願
敷

は
叉
倍

加
し
〔
カ
イ
ゼ

ル
・
ヰ
ル

ヘ
ル
ム
・
デ

ア
・
グ

ロ
一

毛
號

(き

鋳
魅、
§

.ミ

ミ

惑
、
偽
唖腎hh馬)
⊥
ハ
舌
日
「
「↓
1

五
吠
、
一
高
四
千
三

百
五
+
顧
〕
、
以

後
船

長
は
比
較
的

増

加

せ
ざ
れ
ざ
も

、
噸
数

は
著

し
く
増

加
し

一
九
「〇

一

年

に
至

っ
て
二
萬
顧

を
超

え
〔
セ

ル
チ
ッ
ク
號

(
O
津

)

⊥
ハ
百

八
十
眠

、
二
萬
九
百
四
顧

〕
、

一
九
〇
七

年

に
は
三

萬
顧
を
超
え

〔
モ
レ
タ

昌
ア
號

(き

ミ

§

蕊

七
百
六

十

二
吠
、
三

萬

一
千
九
百
三

十
八
顧

〕
、

一
九

一
.○
年

に

雑

録

凶、
船
舶
能
ガ
の
襲
蓮

は
四
萬
顧

を
抜

き
〔
オ

リ

ン
ピ
ッ
ク
號

(◎
督
ミ

蹄
)
八
百

五
.十
吠

、四
萬

三
千
五

百
噸

〕
、
後
急
激

に
噸

数

の
増
加

を
来

し
て
、
.
一
九

=
ご
年

に
は
五
禽
顧

〔
イ

ソ
ペ
ラ
ト

ー

ル
號

(ミ

鴨ミ
尋
、
)
九

百
十

一
吠

、
玉
高

二
千
百
十

七
.瀕

〕
、

一
九

}
四
年

に
は
五
萬
七
千
噸
〔
ピ

ス

マ
ァ
ク

號

(艶
陽ミ
亀
ミ
)
〕
に
達

し
た
コ
.こ
の
塒

恰
も
世
界

大
戦

の

開
始

こ
な
り
、
其

後

互
船
の
建

造
は
暫

く
中
止

の
姿

こ

な

っ
た
。
今
、
ゼ

ス

マ
ァ
ク

號

に
就

い
て
は
船

長
そ

の
他

に
關
す

る
報
告

を
敏

く

が
故

に
、

イ

ン
ペ

■ラ
ト
ー

ル
號

を
以

て
七
十
五
年

以
前

の
最
初

の
大
西
洋
定
期
船

た

る

の

メ

ク
レ
ー
㍗
.
ウ

エ
ス
タ

ン
號
…ε
比
較

す

る
に
、
船
長

に
於

い
て

は
約
四
倍

、
船
幅

に
於

い
て
は
約
三
倍

、
而

し
て

縮
願

撒

に
於

い
て
は
實

に
四
十
倍

に
達

し
て
居
.る
。
併

し
此

等
は
勿
論
各
年
代

に
於
け

る
所

謂
世
界

最
大
亜
鉛

に
關
す

る
事
柄
で

あ
る
が
、
普
通

の
貨
物
船

に
あ
り

て

も

、
第
十

九
世
紀
當
初

は
、
其

最
大
な

る
も

の
も
五
⊥
八

百
顧

で
あ

っ
た
が

、
今
.日

に
於

い
て

は
、
我

國

に
於

い

.て
建
造

せ
ら

る

、
純
粋

の
貨
物
専
用

船
に

て
も
そ

の
.人

な

る
も

の
は
大
七
千
噸

ご
な

っ
た
。

更

に
之

を
英
国

に
於

い
て
建
造

せ
ら

れ
た

る
.商
船

の

第
†
巻
.
(第
五
號

入
こ

六
七
七

'

.

」



雑

録

.
船
舶
能
力
の
嶺
邏

卒
均
噸
激
に
就

い
て
見

る
起
、
帆
船
は

一
八
⊥
ハ
○
年

に

於

い
て
、
兵
卒
槍
頤
敷
は
二
百
〇
大
願
で
あ

っ
た
が
、

一
八
九
〇
年
に
は
五
百
三
十
二
噸
.

一
八
九
二
年

に
は

』ル
百
L
ハ
十
一二
粛阻
ε
な
一り
、
且
ハ後
汽
船
辟
代

ε
た
∴
り
た
る

が
散

に
帆
船
は

一
.般
に
衰
退
し
て
其
願
轍
も
署
し
ヌ
低

下
し
、

一
八
九
八
年

に
は
七
十
五
顧

ξ
な
っ
た
。
然
る

に
汽
船
は

一
八

「
五
年
に
は
、
そ
の
雫
均
噸
数
は
僅
に

八
十
噸
で
あ

っ
た
も
の
が
、

一
八
三
〇
年

に
は
百
〇
二

顧
ご
な
b
、

一
八
⊥ハ
○
年

に
は
四
百
七
十
三
顧
、

一
八

八
二
年

に
は
千
四
倉
四
十
二
顧
、

一
八
九
〇
年

に
は
少

し
低
下
し
て
千
百
十
五
顧
、

一
九
〇
〇
年
以
後
は
併
し

乍
ら
、
大
抵

千
五
百
顧
ε
な

っ
て
居
る
。

翻

っ
て
蓮
力

の
増
加
如
何

ε
見

る
に
、
帆
船
時
代

に

於

い
て
も
船
禮

や
帆
装

の
改
頁

に
よ
り

て
速
力

の
増

加

を
疎
し
た
.る
も

の
、
例

へ
ば

ク
ヲ
ソ
バ
(
Ω
首
『
こ

の
如

き
あ
り
た
れ

ざ
も

、
其
増

加

の
目
立

つ
様

に
な
り
た

る

は
言

ふ
迄
も

な
く
蒸
汽
機

關
が
推
進
動
力

ε

し
て
用

ゐ

・
ら

る

》
様

に
な
り
て
後

の
こ
ε
で
あ

る
。
速

力

に
就

い

て
も

北
大
西
洋

航
路

に
就

い
て
調

べ
て
見
や
う
。

第
十
巻

(第
五
號

八
二
)

六
七
入

帆
船
時
代

に
於
い
て
大
西
洋
横
断
に
要
し
た
る
時
間

は
、
固
よ
り
天
候

の
頁
否
ざ
風
位
の
順
逆

`
に
よ
b
て

著

し
き
相
違

の
あ

っ
た
の
は
盲
ふ
迄
も
な
き
事
柄
で
.あ

る
が
、

英
国
政
府
が

母
国

ε

ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク

ス
間

の
郵

便
物
輸
送

に
關
す

る
李
均
許
容
期
間

は
九
週
間
で
あ

っ

た
。
勿
論
、
天
候
夏
仔

に
し
て
風
位
亦
順
調
な
る
場
合

に
は
、
帆
船
に
し
て
却

っ
て
初
期
の
汽
船
よ
b
も
短
期

間
の

記
録
を

残
し
た
も
の
も

無

い
の
で
は
な

い
。

例

へ
ば

一
八
五
四
年
に
帆
船

ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
ペ
イ
ソ
ス
號
.

Q
冨
ミ
跨

』
鼠
誤

二
千
二
百
七
十
五
噸
)
は
ボ
ス
ト
ン
よ

リ
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
迄
十
二
日
六
時
間
に
て

到
達
し
、
其

翌

年

、

帆

船

マ
ヲ

ー

。
フ
ィ

ツ

リ

ッ
ヂ

號
}
(
§

甦

ミ
ミ
㍗

ミ
碍
・
九

百
八
十

七
噸

)
は

り
ヴ
ァ
プ

ー

ル
よ
リ

バ
ル
チ

毛
ー
ア

迄
十

四
日

九
時
間

に
て

到
達

し
た

る
が

如
き

は
、
何
れ
も
最
短

レ
コ
ー
ド
で

あ
る
。
.併
し
乍

ら
、

一

八
三
三
年

の
記
録

に
よ

れ
ば
帆
船

の
大
西
洋
横
断

は
随

分
長

日
時

を
要

し
、
紐
育

よ
リ

プ
リ

マ
ウ

ス
迄

三
十

二

日
、
倫
敦
迄

四
十

日
を
費

し
た

蓬
の
こ

ε
で
、
而

し
て

こ
れ
が
応苧
ろ
普
通

の
航

海
日
数

で
あ

っ
た
様

で
あ

る
。

然

る
に
蒸

気
機
關

を
主
動
力

こ
す

る
様

に
な

っ
て
後



5

「

は
、
航
海
.日
蝕
著

し
く
減
少
し
、
か
の
最
初
の
大
西
洋
横

断
汽
船
走
る
シ
リ
ア
ス
號

(
曇

ご

及
び
グ

r

ト
.

ウ

ェ
ス
タ
ン
號
に
就

い
て
之
を
見
る
に
、
.前
者
は
倫
敦

よ
り
紐
出目
迄
、
往
航
十
七
B
{復
航
十
⊥八
日
、
後
者
…は
ブ

リ
ス
ト
ル
よ
b
紐
育
迄
往
航
十
五

日
復
航
十
四
日
で
あ

っ
て
、
帆
船
の
普
通
航
海
日
敷

の
約
五
分
.の
二
に
な

っ

て
居

る
(
一
八
三
入
年
)
。
其
後
機
關

ε
船
膿
の
改
善
に

よ
り
て
盆
々
航
海
日
数
を
短
縮
し

一
八
五
〇
年
に
は

バ

〃
チ
ッ
ク
號

(鴨
ミ
母
)
は
九
且
十
三
時
間
の
記
録
を
作

り
、
.聯
成
機
關
の
採
用
は
更
に
速
力
を
増
加
し
て
、
パ

ル
テ
ッ
ク
號
よ
り
十
五
年
を
経
た
る

一
八
⊥
ハ
五
年

に
は

ジ
ヤ
バ
號

(
誉
ミ
)
は
八
日
二
十
二
時
間
こ
な

つ
把
。

其
後

の
航
海
日
撒
は
、
こ
の
航
路

に
定
期
船
を
有
す
る

各
會
[肚

の
競
争

に
よ
り
て
益

々
短
縮
せ
ら
れ
、

一
八
七

五

年

に
は

シ
チ
芽

ブ

・
ベ
ル
リ

ノ
號

(
9
賢

駄

艶
、き

)

の
七

日
十

五
晧
附

、
一
八
八
九

年

に
は

チ
ュ
ー
ト

羊
ッ
ク

號

(§

魯
聾
↓
の
五

日
十
山
ハ
時
間

ε
な
り
、
競
争

は
急

激

.

烈
を
極

め
遂
に
分
秒
を
も
孚
ふ
の
勢
を
呈
し
、

充

〇

七
年

に
は

か
の

タ
L
ビ

ン
・
四
暗
車

を

装
置

せ
る

モ

レ

タ

ニ
ア
號
は
四

日
十
時
間

四
十

一
分
ε
云
ふ
今
日

に
至

雑

録

船
舶
能
力
の
機
蓬

る
迄

の
最
短
記
録

を
作

つ
だ
。
之

を
帆
船

時
代

に
比
零

れ
ば
正

に
そ
の
十

分
の

一
、
初
期

の
定
期

汽
船

に
比
ぷ

剃
ば

そ

の
四

分

の
.一
ε
な

つ
陀
課
で
あ

る
。
因

に
言

ふ

濯
般

の
允
戦

中

、
英
海
軍

の
苦
心

の
考
案

の
結

果
建
造

せ
ら

れ
た

る

ハ
ッ
シ
ュ
・
シ
ッ
プ

(費
国
島
究
.
un
窪
噂
)
ε
云

ふ
型

の
船

は
、
所
謂
秘
密
艦

に
し
て
其
構
造
未

だ
明

か

に
知
る
を
得
ざ

れ
こ
も

、
極

め
て
快

速
力

を
有
す

る
も

の
巴
見

え
、
米
國

参
戦

當
時

英
國
が

共

使
節

パ
ル
フ
ナ

ア
ト
氏

(壁

∂
5

一
行
を
派
遣
す
る
際

、
此
般
を
用

ゐ
陀
る
に
三
日
間
に
て
大
西
洋
を
横
断
し
た
雀
の
こ
ご

で
あ
る
。
さ
れ
ば
大
西
洋
客
船

に
於

～
ξ

、
.將
來
は

從
前

の
亘

船
競
争

の
外

に

更

に

こ
の

ハ
ッ
シ
ュ
.
ツ
ッ
ブ

型

に
倣

ひ
て
急
航
客
船

が
現

は

る

・
に
至
る

か
も
知

れ

な

い
。

更

に
之

を

一
時
間

の
速
力

に
就

い
て
見

る

に
、

一
八

一
九

年

の
サ
ヴ
ァ
ン
ナ
號

は
六
節

、

一
八
三

八
年

の
グ

レ
ー
ト
・
ウ

エ
ス
タ
ン
號

は

八
節

宇

で
.あ

っ
た
が
、

一

八
五

〇
年
の

ア
ー

ク
チ
ッ
ク
號

(L
§
導
)
は
十

二
節
宇

痒
な

り
・
最
初

の
定
期
航
海

よ
り
三
十
六
年

を
経
花

る

一
八
七
四
年

に
は

恰

も

倍

加

し
て

ブ

リ
タ

　
ッ
ク

號

第
十
巻

(第
五
號

八
三
)

六
七
九

r

O

一..一.一㎞



雑

録

船
舶
能
力
の
強
逮

(雨
蓋
ミ
ミ
ご

は
十
六

節

を
出

し
、
.聯
成
機
開
墾

暗
事

ご

な

り
て
は

更

に
増

加
し

て
、

一
八
八
九

年
の

シ
チ
・
オ

ブ
.
ず

號

(
§

駄

尋

豊

は

二
+

廓

、
一
九

9

.、

年

の
ク

ロ
ソ
ブ

リ
ン
ツ
・
ヰ

川

ヘ
ル
ム
號

(§

ミ

裁
ミ
.

§
§

§

)

は

こ
十
三

節
四

七
、

タ

ー
ビ

ン

〔し。
けのp
ヨ

け=
「げ
ぎ
Φ
)

が
採

用

せ
ら

れ
て
よ
b

は
更

に
増

加

し
て

モ

レ
タ

ニ
ア
號

は

二
十
山
八
姫即
○
⊥
ハ
ε
な

っ
た
。
恰

も
最

・初

F
の
定
期
航
海
船

の
三
倍
強

で
あ

る
。

併

し
此

等

は
皆

最

快

速
力
船

に
騙
す

る
事
柄

で
あ

る
が
、
貨

物
專
用
船

に

就

き

て
見

る
も
當
初

の
七

・
八
節

の
も
の
が
、
今

日
に
於

い
て
は
十

四

。五
節

ご
な

り
、
凡
そ
二
倍
以

上

に
な

っ
て

居

る
。

北
大
西
洋
の
定
期
客
階
が
非
常
に
亘
人
な
る
大
さ
に

達
し
、
非
常

の
快
速
力
を
得
た
る
に
拘
は
ら
す
、

疲

の
貨
物
船
は
前
述

の
如
べ
其
大

さ
に
於

い
て
も
其
速
力

に
於

い
て
も
之
に
比
ぶ
れ
ば
偉
甚
だ
遜
色
あ
る
は
、
主

ピ
し
て
、
前
者
は
運
賃
負
憺
力
の
最
も
大
な
る
旅
客
を
.

輸
送
す

る
も
の
で
あ
b
、
後
者

は
そ
の
負
捲
力

の
小
な

る
貨
物
を
強
迭
す

る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
め
る
。
殊

に

第
十
巻

(第
五
・號

八
四
}

大
入
O

北
大
西
洋
航
路
は
豚
洲
諸
国
ε
北
米

ご
の
連
絡
線
ど
し
.

て
旅
客
の
交
通
量
も
頻
繁
に
し
て
、
且

つ
最
も
贅
澤
な

る
消
費
者
を
旅
客

ご
し
、
其
上
此
航
路
は
恰
も
直
接
に

隊
米
諸
国
に
接
し
て
居

る
が
爲
め
、
此
庭
に
優
秀
陰
る

互
船
を
配
す

る
こ
ご
が
、
国
民

の
誇
り
で
あ
b
、
國
威

の
　蟹
揚
で
あ
る
ε
考

ヘ
パら
れ
た
る
が
矯
め
、
多
少
金
銭

上
の
計
算
を
度
外

し
て
、
造
船
術
の
許
す
限
b
互
人
な

る
船
艦
を
造
り
、
舶
用
機
關
の
許
す
限
り
の
高
速
力
を

之
に
與
ふ
る
こ
ε

、
な

つ
穴
の
で
あ
る
。
然

る
に

一
般

の
貨
物
船
17由
あ
り
て
は
事
偲
…之
ε
異

る
も
め
.が
あ
る
。

一
掬
も
大
形
船
を

以
て

有
利
ε
す
る

主
な
る
黙
は
内

海
載
贋
重
量
に
掌

る
.建
造
費
の
割
合
が
小
な
る
こ

ざ
馬
ゆ
載

貨

重
量

に
謝
す

る
機
關
馬
力

、
乗
組
員
及

び

石
炭
清
費

量

の
割
A
口
が
小

な

る
こ
ご
,

c
航
洋
.牲

の
大

ぐ

な

る
こ
ご
等

で
あ

る
。
然

る
に
か

、
る
利
益

め
れ
ば
ε

て
、
貨

物
船

に
あ

b
て
は
必
ず

し
も
多

々
益

々
船
形

を

大

な
ち
℃

め
得

る
も

の
で
は

な
い
。
蓋

し
船

形
が
大

き

く
な

る
ε

き
は
、
.イ
貨
物
積
卸

に
要
す

る
晴
間

が
増
加

し

、

ロ
現

在
普

通

の
港

灘

、
荷
揚
場

及
塵
船
渠
等

の
設

備

に
適
腐

せ
ざ
る

こ
ε

、
な
り

、

ハ
海
難

の
…場
合

に
於

(



期籔
灘
懸
響
懸
蕪
轍購
難
貯灘
難

購
灘

嚇羅
灘
難
羅
灘
纏撫
鵬麟螺
灘
撫
識
購.

雑

録

船
舶
…能
」刀
の
磯
達

第
十
巻

(第
五
號

八
五
)

六
八

「
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雑

録

船
舶
能
力
の
嚢
達

を
超
ゆ
る
雲

は
、
之
歯

七
て
馬
力
は
舞

に
大
な

る
を
要
す

る
こ
ε

、
な
る
も

の
で
あ

る
、
ε
云
ふ

こ
ず㌧

で
あ

る
.か
ら
、
前
述

の
如

く
、
既

に
そ

の
船

形

に
於

い

て
.
一
定
度
以

上
に
大

`
な

る
を
得
ざ

る
貨
物

船

に
あ

っ

て

は
・
之

に
快
速
力

を
與

ふ
る

こ
己
は

、
経
済

上
の
採

算

に
於

い
て
不
可
能

の
事
柄

で
あ
る
。
蓋

し
強
大
な

る

馬
力
を
出
す
機

關
は
、
建
造
費

に
於

い
て
も
、
燃
料
費

に

於

い
て
具

な

・
踏

を
要
す
る
か
ら
で
あ
る
.
加
之
、

機
關
が
大
ε
な
轟

き
は
、
機
關
害

要
す

る
噸
数
が

増
加
し
て
艦
船
の
噸
数
が
減
少
し
、
商
馨

し

て
の
奴

牽
を
減
殺
す
る
の
み
な
ら
す

、
機
關
室
部
員
を
も
増
加

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
又
機
關

の
燃
料
消
費
量
な
る
も
の
は
、

其
設
計
馬
力
を

働
か
す

喜

が

最
も

経
済
的
で

あ

っ
.

て
・
之
以
下
の
馬
力
を
出
す

ご
き
は
却

っ
て
不
脛
響

な
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
秀

港
湾

に
出
入
し
度
々
小

廻
り
を
な
す
必
要
上
緩
速
力
を
要
す
る
こ
ξ
多

き
貨
物

船
に
於

い
て
、
そ
⑪
機
關
が
強
大
な
る
馬
力
を
出
し
得

る
檬
に
設
計
せ
ら
れ
居
る
ε
き
は
、
か
く
速
力
を
落
す

度
毎

に
非
常
に
石
炭
の
饗

が
不
輕
蓼

な
る
の
不
利
,

盆
が
あ
る
・
か

・
・
嘉

で
あ
る
か
ら
、
貨
物
船

の
、速

第
十
巻

(第
五
號

八
六
)
.

六
八
二

方
は
客
船
に
比
較
す
れ
ば
邊

か
ら
落

を
得
な
い
。

一
般
の
貨
物
船
は
、
之
を
族
客
船

に
比
較
す
れ
は
℃

船
形
も
小

さ
く
速
力
も
遅

い
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
、

第
十
九
世
紀
の
初
葉

に
比
ぶ
れ
ば
」
今
口
の
商
船
は
、

旅
客
船
も
貨
物
船
も
積
載
力
速
力
に
於

い
て
共
に
偉
大

な
る
稜
達
.を
遂
げ
把
も
の
で
あ
る
は
疑
な
き
.畢
柄

で
あ

る
。
而
し
て
こ
の
積
載
力

の
増
加
も
速
力
の
増
加
も
、

大
西
洋
客
船
の
如
き
に
あ
り
て
は
、
金
鍍
上
の
計
算
を

度
外
覗
し
な
る
国
民
的
自
誇
.堰
も
大
に
之
を
促
す

に
手

傳

擢

の
で
あ
.る
が
、併

し
其
他

の
も
の

に
あ
り

て
は
、

瞥
利
企
業

の
仕
事
で
あ
る
か
ら
、
結
局
は
襲
業
利
金
を

多

か
ら
し
む
る
こ
ε
を
目
的
ε
レ
た
も
の
な
る
は
吉
ふ

迄

も
な

い
・
即

ち
所
謂
牧
盆

力
.
喜

喜

・q

℃
・、話
。.
)
の

増
加
を
目
標

己
し
陀
も

の
で

あ
る
.
然
ら

ば
、

か
く

の

如
き
商
船
能
力
の
蓬

に
よ
り
て
、
そ
の
牧
盆
力
は
如

何

に
増
加
し
投
か
。
此
黙
に
就

い
て
は
牧
盆
力
は
何
等

の
増
加
を
示
し
℃
居
な

い
.ε
言
ふ
の
外
は
な

い
。
否
、

一
船
舶

の
幼
稚
な
り
し
時
代

の
方
が
却

っ
て
牧
金
力
は
大

,



ぞ

,
.L

.

き
か
っ
た
。
勿
論

、
中
世

の
木
造
帆
船
を
以
て
、
今
日
、

之
を
鋼
製
汽
船
ε
劃
抗
せ
し
む
る
な
ら
ば
、
旅
客
貨
物

は
悉
く
後
者

に
奪
は
れ
て
、
前
者
は
何
等
の
牧
盆
を
見

る
を
得
ぎ
る
は
明
か
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
中
世
に
於

い
て
は
航
海
術
も
幼
稚
で
あ
り
、
船
舶
能
力
も
乏
し
か

っ
た
ε
は
言

へ
、
叉
そ
の
爲
め
に
海
蓮
葉

(當
時
は
海

外
貿
易
業
ε
回
鶻

)
に
秘
事
す

る
も
の
も
甚
だ
少
く
、

彼
等
の
問
に
縦
ひ
競
争
が
め
つ
だ
に
し
て
も
、
そ
は
甚

だ
僅
な
ご
ε
で
あ
っ
て
、
決
し
て
合
日
の
如

く
激
烈
で

は
な
か

っ
た
。
彼
等
の
船
は
幼
稚
で
は
あ
.る
が
、
そ
の

幼
稚
な
る
黙
に
於

い
て
は
皆
同
様
で
あ
る
。
故
に
彼
等

が

一
航
海
を

「
冒
険
」
す

る
な
ら
ば
、
之
に
よ
り
て
獲

る
利
益
は
極

め
て
大
き
か
っ
た
。
故
に
肢
盆
力
ε
云
ふ

黙
よ
り
吉

へ
ば
、
暫
時
の
船
舶

の
方
が
却

っ
て
今
日
に

比

べ
て
甚
だ
大
き
か
っ
た
に
蓮
ひ
な

い
。
然

る
に

一
方

に
於

い
て
は
航
海
術
や
造
船
術
が
進
歩
し
、
航
海
の
安

全
蓬
船
舶
能
力

の
増
加
を
来
す

ε
共
に
、
他
方
に
於

い

て
は
各
國
の
生
産
が
然
々
隆
盛
ざ
な
b
海
運
労
務
に
謝

す

る
需
要
が
増
加
し
て
か
ら
は
、
そ
の
程
度

に
葱
じ
て

雑

録

船
舶
能
力
の
獲
達

海

運
業

に
従

事
す

る
も

の
も
多

く
な
り
、
次
第

に
其
間

の
競

争

は
激
烈

ξ
な
ら

ざ

る
を
得
な

い
。

こ
の
激
烈

な

る
競

争

が
彼
等

を
し
て
益

々
新
型

の
、
積
載

力
も
速
力

も

人
な

る
船
舶

を
採
用

せ
し

め
た
も

の
で
、
彼
等

は
之

を
採

用
す

る

こ
ご
に
よ
り

て

一
時

そ

の
競
争

者

よ
り
有

利
の
地
位

に
立
ち
得

る
が
》
.そ
の
競
争

者
も
亦
、

よ
b

新

型

の
船

を
採
用
す

る
こ
ε

、
な

る
が
故

に
、
牧

盆
力

は
競
争

の
行

は
る

・
間

は
常

に

】
定

の
略

々
皆
均

し
き

程
度

よ
り
以

上
に
や抄
く
出

つ
る

こ
ξ
を
得

な

い
謬
一で
め

る
。
故

に
商
船

は
そ

の
能
力

に
於

い
て
偉
大

な

る
稜
達

を

な
し
ヌ
な

し

つ

、
あ

る
に
拘

は
ら
す

、
牧
盆
力

に
於

い
て
は
格
別

の
増

加
を
示
す

も

の
で
は
な

い
。
併

し
乍

ら

、

か
く

の
如

く
商
甜

能
力

の
獲
達

し

つ
、
あ

る
裡

に

噛

あ
り

て
、依
然
醤
式

の
船

舶
を
墨
専
す

る
も

の
あ
ら
ば

、

彼

は
直
ち

に
競
争

⊥

の
敗
者

ご
塗
り
終

る
は
明

か
で
あ

る
。
.

弓

葛

藪

に
商
船
能
力
の
獲
達
を

一
目
の
下
に
了
解
し
得
ん

が
薦
め
、
.北
大
西
洋
一航
路
に
於
け
る
優
秀
船

の
獲
達
表

　

を

掲

ぐ

。

(
九
・三
・
ご

第
十
巻

(第

五
號

八
七
)

大
入
三

此 表 ばEncyclopεediaBr}しannia.%IEd.Vol.24.p.886の 表 な 基 礎 ざ して

之 に 他 の 材 料 葎 加 へ て 作 成 した る もの 。

一



サ

ヴ

ァ

ン
ナ

ァ

回
盲

ヤ

ル

・
弄

り

ア

ム

シ

サ

ア

λ

グ

レ
ー

ト
・
ウ

=

ス

タ

ン

プ

リ

チ

ツ
シ

ュ
・
〃
井

ン

プ

リ

タ

ー

ニ
ア

グ

レ
ー

ト

。
プ

リ

テ

ィ

ン

ア

メ

リ

カ

エ

シ
ア

ァ

ー

〃

チ
ヅ
〃

N

ル

チ

ヅ
〃

ペ

ル

y

ア

ア

F

リ

ア

チ

ッ

〃

グ

レ
ー

ト

・
イ

ー

ス

タ

ン

ス

コ
チ

ア

ジ
ヤ

バ

シ

チ

・
雰

プ

・
パ

リ
ー

ル

シ
ア

・

シ

チ

・
ナ

プ

・
プ

ラ

ッ
セ

ル

ナ

セ

ア

ニ
ツ

ク
.

シ

チ

・
ナ

プ

・
リ

ッ
チ

モ

ン

ド

プ

リ

タ

昌
ツ

〃

シ

チ

・
ナ

プ

。
ベ

ル

リ

ン

ァ

リ

ノ

ナ

セ

ル
ヴ

ィ
ア

シ

チ
・
ナ

プ

・
ロ

ー

ム

.

ア

ラ

ス

カ

ノ

ソ
チ

ン
グ

●
ヒ

ル

ナ

ー

ラ

昌
ア

ナ

レ
ゴ

ン

船

名

イ

ム

マ

ン

キ

ゆ
ナ

ー

ド

イ

ム

マ

ン

ホ

ワ

イ

ト

・
ス

タ
ー

イ

ム

マ

ン

ホ

フ

ィ

ト

・
ス

瓦
ー

イ

ム

マ

ン

ギ

ナ

ン

キ

〃
ナ

ー

ド

イ

ム

マ

ン

ギ

ナ

ン

ノ
ツ
ナ
ソ
グ
・
ヒ
ル
・
ス
チ
ー
ム
・シ
ヅ
ソ
曾
配

キ

ゥ
ナ

ー

ド

ギ

ナ

ン
・
エ

ン
ド

・
キ

ウ

ナ

ー

ド

コ

ロ
・不

ル

。
ス

チ

!

プ

ン

ス

シ

チ

.
オ

ブ

。
ダ

ブ

リ

ン
倉
皇
肛

プ
リ
チ
ヅ
シ

ュ
■
エ
ン
ド
・
ア
メ
剛
ヵ
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ス
ー

手
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ア

ビ
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エ
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『
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レ
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ト
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ス
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ン
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ア
ノ
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ヨ
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キ
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ー
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摺
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シ
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ゾ
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ゥ
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